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多様性の共存
 救える命があればどこへでも

冬

　2019 年を迎えました。2018 年ま
での活動をふまえて、世の中の人た
ちに喜んでいただけるように更なる
展開をしたく思っています。本年もご
支援をよろしくお願い申し上げます。
　昨年 7 月 7 日に西日本集中豪雨に
より、岡山県でも多大な被害が発生
しました。予想外でした。これを「奇
貨」として、水災害が発生した時に
はいつでも、どこでも、有効に対応
できる「AMDA 災害医療機動チーム
構想」の具現化に尽力したく思って
います。
　海外ではバングラデッシュのコッ

AMDAとスリランカ国民統一と和解委員会とのMOU調印
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　10 月 18 日、昨年度から連携を
進めているスリランカ国民統一と和
解 委 員 会（The Office for National 
Unity and Reconciliation: ONUR）で、
AMDA と ONUR の提携に関する会議
が開催され、MOU 調印式が開かれ
ました。ONUR は、クマーラトゥン
ガ前大統領が委員長を務め、スリラ
ンカ政府による平和構築活動を運営
する委員会です。

　スリランカは多様な民族や宗教、
言語が共存している国です。紛争
が終わった現在のスリランカに必要
なことは、異なるアイデンティティ
による「差異」を正しく理解し合う
ことです。そのためには、民族・宗
教間の和解が現在のスリランカに
は欠かせません。その状況の中で、
ONUR はシンハラ・タミル・ムスリ
ム・キリスト教徒の子どもたちを集
め、スリランカ独自の平和構築プロ
グラムを提供しています。
　AMDA もスリランカ内戦終了後
2011 年から AMDA スリランカ平和
構築プログラムを継続して実施し、
シンハラ・タミル・ムスリムそれに

2019 年 新春のごあいさつ 　　  理事長　菅  波　  茂

クスバザールにいるロヒン
ギャ難民のために医療チー
ムを 1 年間派遣しました。国
連高等弁務官がロヒンギャ
難民のミャンマーへの帰還
は困難と判断して入院施設
のある医療機関の建設を開始します。
AMDA はクリニックを運営していま
したが、撤収します。そして、同根
のミャンマー国内避難民である仏教
徒やヒンズー教徒の医療支援を開始
予定です。昨年から準備を進めてき
ています。双方ともに被害者です。
　 今 年 か ら Global Partnership of 
sustainable Peace(GPSP) のフィリピ
ン版をモデル的に開始します。平和
構築、健康増進、教育支援、生活支
援の 4 分野のプロジェクト / プログ
ラムに支援者から直接的にご寄付を
いただくシステムです。支援先を団
体だけでなくプロジェクト / プログ

ラムにも選択肢を拡大しま
す。2020 年から本格的に
展開予定です。
　2020 年 12 月 を 期 限 と
して世界災害医療プラット
フォームを国連 - 政府 - 医

師会 -NGO/NPO- 大学 - 公益団体 - 企
業の 7 者連携を基盤として立ち上げ
る予定です。これは AMDA 南海トラ
フ災害対応プラットフォームとは表
裏一体として機能します。
　その他にもいろいろな試みを進め
ています。基本的にはお互いに関連
性のあるプロジェクト / プログラム
です。AMDA の特徴は未来デザイン
にもとづいたプロジェクト / プログ
ラムの開発と実施です。時代の変化
に対応して、支援者と共に歩める、
団体を心がけています。
　皆様方のご理解とご支援をよろし
くお願いします。

日本から同世代の学生達も参加し交
流プログラムを行っています。
　当初より ONUR は AMDA の「相互
扶助」の理念や事業に強く賛同して
くれていました。また同時に、ONUR
のプログラムは AMDA スリランカ平
和構築プログラムと理念的にも内容
的にも共通する点が多いことから、
プログラムをお互い協力して進めて
いこうという提案がありました。そ
うした過程を踏まえて、今回 AMDA
と ONUR の MOU の調印に至りまし
た。ONUR との調印式には、AMDA
菅波代表をはじめ、AMDA スリラン
カ・サマラゲ支部長、ONUR 事務局
長らが出席しました。

（AMDA ボランティアセンター事務局長　 竹谷　和子）
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「AMDAこども食堂支援プラットフォーム」設立１年

　AMDA こども食堂支援プラットフォームも設立して間
もなく1 年が経過しようとしています。正確な数は分かっ
ていませんが、こども食堂は全国で 2,300 カ所以上に広
がっています。様々な状況にある子どもたちを、地域で
支えていきたいと願う人たちの想いが形となった地域の
居場所は、子どもの権利保障の具体化でもあると思いま
す。このことは支え合いの地域づくりを進めていく上で
も必要不可欠であり、本プラッ
トフォームの活動意義の一つで
もあると考えています。
　県内のこども食堂では、様々
な状況にある子どもや家庭とのつながりが生まれ始めて
いるところもあります。子どもや家庭だけでなく、学校
などの教育施設、福祉専門機関等とのつながりも生まれ
ているところも出てきています。ある子どもたちの居場
所では、虐待等も疑われる事例が相談として入ってきた
ことも報告されています。対応した関係者の取り組みや
関係機関による連携によって、無事子どもは保護されま
したが、その過程の中で、子どもに提供された居場所で
のご飯は、AMDA から提供されたお米や地域からのおす

そ分けを材料としていました。
　当事者のその子にとっては、久
しぶりに誰かと一緒に食べた夕食
でした。誰かと一緒にご飯を食べ
る、そんな “ 当たり前 ” が、その
子自身からの SOS に最終的につな
がったと考えるのは、考え過ぎで
　　　　　　　　　　　はないように思っています。
　　　　　　　　　　　　この１年間で、岡山県内のこ
　　　　　　　　　　　ども食堂などに、約 1t のお米
　　　　　　　　　　　を提供することが見込まれてい
ます。地域の中で、こども食堂などの誰もが集う場があ
ることは、支え合いの地域をつくっていく上で欠かすこ
とが出来ないと考えています。
　今後は、本プラットフォームに頂いた寄附金を、希望
する各こども食堂などの継続的な運営に役立てるために
用いていくことも計画しています。子どもの “ 当たり前 ”
を保障し、支え合える地域づくりを目指して、本プラッ
トフォームも取り組みを一歩ずつ進めていきたいと考え
ています。

AMDAこども食堂支援プラットフォーム事務局長　川崎医療福祉大学講師　  直 島　克 樹

　赤磐市は岡山市の北東に隣接する半分ベッドタウ
ン、半分は旧来の農村集落の人口 44,500 人の町です。
岡山県には約 6800 戸の県営住宅がありますが、その
うち約 1200 戸（17.6％）が赤磐市（県民人口比 2.3％
　岡山県 193.2 万人）に存在します。子どもの貧困率
は全国平均より高いと思われます。
　子どもの家は小学校と県営住宅を結ぶ線上にあり、
通学時に子どもが自分の意志で歩いて立ち寄れるとこ
ろで民家を使って運営しています。開所から３年半経
ちました。開所日数 709 日、小学生～ 18 歳までの利
用者 3,587 名、ボランティアスタッフ 3,666 名（平成
30 年 10 月末現在）です。
　学習支援・食事の提供、必要に応じて入浴・洗濯
を行っています。食事の準備の手伝いや手芸、テーブ
ルゲームなども子どもたちの楽しみのひとつです。

　子どもからは食費は取っておらず、会費と寄付金・
支援物資によって賄われており、スタッフは無償ボラ
ンティアでなおかつ食費を支払っています。公的な資
金や助成金、継続的な支援を得て、学習教材の購入や
専門家の導入など不足を補えるようになることが積年
の課題です。

　頑張っています　こども食堂　　　　　

　一般社団法人子どもの家運営委員会理事　岸本  都志子

【メモ】
　家庭の貧困など諸問題を抱える子どもの健やかな成長を願い、岡山県内で地域のボランティアの方々が相次い
で「こども食堂」を開設。推定で約 30 カ所あるとされ、AMDA は 2017 年 12 月、産官学民で組織する「こども
食堂支援プラットフォーム」を発足させました。こども食堂への食糧支援をはじめ、職場見学、ボランティアの
場の提供を通じ、子どもの “ 自己肯定感 ” の醸成などに努めています。

子どもの権利保障
支え合える地域づくりを目指して

「子どもの家」での夕食の様子
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西日本豪雨支援で「総社賞」受賞

　11 月 3 日の「文化の日」に総社市が市政功労者らを
表彰する「総社賞」に AMDA が選ばれました。
　受賞理由として、「AMDA は７月７日から８月 31 日ま
での間、西日本豪雨で被災地となった総社市に総勢 145
人を派遣し、診療活動や健康チェックなど災害支援に従
事して頂きました。これらの活動は、AMDA の理念であ
る「救える命があればどこへでも」「困った時はお互いさ
ま」に基づくものであり、総社市の復興に大きな希望を
与え頂きました」と高い評価を受けました。団体として
受賞するのは AMDA が初めてです。
　授与式は総社市中央１丁目の市総合福祉センターで行
われ、片岡聡一市長は「AMDA とは連携協力協定を締結
していますが、危機に瀕した総社市のために合同対策本
部の一員として全力を尽くして頂いた。心から感謝して
います」とあいさつされました。
　表彰状を受けた菅波茂理事長は「総社市は豪雨の際、
消防士があなたと私が助け合う “ 自他同一性 ” を体現さ
れました。総社市が持つ慈悲の心と相互扶助、住民との

信頼関係は行政の底力と言えます。“ 総社モデル ” として
国内外に発信してほしい」と述べました。
　総社賞は、地域医療の安心確保に尽力されたとして、
吉備医師会の元会長の三宅周医師（総社市総社）にも贈
られました。
　これまでの市政功労者表彰の名称は 2017 年度に「総
社賞」と変更されています。（広報担当参与　今井　康人）

　インド連邦最貧州と言われるビハール州ブッダガヤで
AMDA は、2009 年より継続的に活動しています。この
ブッダガヤには、世界遺産であり、仏陀が悟りを開いた
とされるマハボディ寺院があり、2009 年、その周辺に
AMDA ピースクリニックを開院しました。
　開院当初はアユルベーダ治療中心の活動でしたが、
2014 年より現地のニーズに合わせて、妊産婦支援活動
へ移行しました。月 2 回の産婦人科医による妊婦健診に
は 2017 年 11 月から 2018 年 10 月までの平均で、1 回
につき 18 人が受診するようになりました。妊産婦を対象
に週 1 回行う健康教育と栄養プログラム（地元の野菜を
使った妊産婦と乳幼児への食事提供）への出席率も高く
1 回につき平均 16 人の妊産婦が参加しました。2018 年
11 月現在、36 人の妊産婦が登録し AMDA のサービスを
受けています。
　2018 年 11 月 28 日には、開院 10 周年記念式典が行

われました。式典で AMDA 菅波代表は、「今までは、日
本からインドへの支援が中心の『スポンサーシップ』の
形が主だった。今は、ブッダガヤを訪れる人達も日本人
は少なくなり、東南アジアの人たちが中心となっていて、
インド自体も経済発展が目覚ましい。これから先10 年は、
日本とインドが一緒になって支援の必要な人たちに手を
差し伸べる『パートナーシップ』の形が中心になる。こ
れからも時代に沿った支援活動を継続していきたい。」と
述べました。
　AMDA ピースクリニックの取り組みに対して、今年初
めて、当クリニックのサービスを受けた方から物のご寄
付をいただきました。決して楽な生活を送られているわ
けではありませんが、「AMDA ピースクリニックには本当
にお世話になった。栄養プログラムで使用する使い捨て
のお皿を妊産婦の人に使ってほしい。」という思いからの
お申し出でした。　　　　  （インド担当　岩尾　智子）

インド・ブッダガヤ：AMDAピースクリニック10周年記念式典

「総社賞」授賞式の様子

10周年記念式典の様子
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連載インタビュー「支える喜び」シリーズ  第 19 回

　 　　 AMDA バングラデシュ支部事務局長  　サーダー・A・ラザック 様

　AMDA を支えてくださっている支援者の皆様に、インタビュー形式で様々なエピソードをお伺いしている「支え

る喜び」シリーズ。19 回目となる今回は、AMDA バングラデシュ支部の事務局長として、イスラム系少数民族・ロ

ヒンギャ難民の支援にご尽力されたラザック様にお話を伺いました。（聞き手・プロジェクトオフィサー　橋本千明）

AMDA　ロヒンギャ難民は 2017

年８月以降、ミャンマーから隣国の

バングラデシュに大量流入しまし

た。難民キャンプで過酷な生活を送

る方々を支えて頂き、ありがとうご

ざいます。

ラザック　難民が国境を越えて移動

している状況は、人道的に見て本当

に危機的な状況です。難民キャンプ

のあるコックスバザール県にたどり

着くために、ナフ川（平均水深３９

ｍ）を渡ってきたのです

AMDA　難民の生活は如何でしょ

うか。

ラザック　家族との別離、故郷を追

いやられた体験の苦しみ、トラウマ

を抱え、平常心を失っていることが

明らかに見て取れます。これらの出

来事は子どもたちの幸福な暮らしを

脅かし、心身の成長に悪影響を及ぼ

しています。子どもたちを保護する

施策が急がれます。このためには関

連諸機関の援助や支援活動の規模拡

大、支援委託組織の存在が必要なの

です。

AMDA　キャンプ外で暮らす難民

も増え続けていると聞いています。

ラザック　2018 年 4 月中旬の時点

で、9 カ所の難民キャンプと居住地

域で生活する難民は 78 万 1,000 人

でした。加えてキャンプ外部の周

辺地域で暮らしている難民は 11 万

7,000 人います。　

AMDA　食糧事情や衛生環境は大

丈夫でしょうか。

ラザック　バングラデシュ内で最大

規模の難民キャンプの一つであるク

トゥパロンでは 50 万人以上が居住

しています。主な懸案事項と言えば、

やはり水と公衆衛生です。食糧の供

給はおおよそ十分ですが、難民の大

多数は生計を支えるための仕事がな

く、雇用の機会提供が最大の課題と

私たちは考えています。

AMDA　AMDA バングラデシュ支

部の支援内容を教えてください。

ラザック　今回のプロジェクトは、

日本バングラデシュ友好病院が主体

となって行われた合同診療所です。

医療チームは医師 2 人、薬剤担当 1

人、助産師 1 人、調整員 2 人、医

療アシスタント 3 人で構成。通常の

診察から医薬品の投与、妊産婦のカ

ウンセリングなどを行っています。

これまでに診察した患者数は 3 万

8,438 人です。AMDA 本部の皆さん

には、難民に対する直接的なご支援

とご尽カを頂き、大変感謝していま

す。

AMDA　ボランティアも活躍され

ていると聞きました。

ラザック　バングラデシュ政府の取

り組みに対し、国内外の人道支援組

織が迅速に支援を申し出ました。そ

の数は 45 団体。当局の許可を待っ

ている団体も 10 を数えます。さら

に最前線で頑張っているのが地元コ

ミュニティーの方々です。到着する

難民に食べ物や基本物資を提供して

います。

AMDA　早く難民問題が解決する

と良いですね。

ラザック　今回の人道危機につい

て、国連は「世界において最も差し

迫った難民危機である」としていま

す。バングラデシュはロヒンギャの

人々に対し同情の念を寄せていま

す。国境を開放するなど国際社会の

支援を得てオープンに対応してきま

した。難民には様々な制限も課せら

れていますが、彼らは決して逆境に

は負けないと確信しています。

（インタビュー内の敬称は省略させていただきました）

　今年 AMDA とバングラデシュ・ダウン症協会とダッカ
大学コミュニケーション障害学部は、コミュニケーショ
ンに障がいを抱える子ども達を支援する為の覚書を交わ
しました。彼らの人権を守り、研究や文化交流を推進し
ていきます。双方による今後の協力を期待しています。

ハキム・アリフ医師（ダッカ大学コミュニケーション障害学部教授）
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ロヒンギャ難民医療支援終了

　AMDA は 2017 年 10 月より 1 年間の予定で AMDA
バングラデシュ支部と日本バングラデシュ友好病院を中
心に緊急医療支援を行ってきましたが、このたび 1 年間
の支援を予定通り終了することとなりました。
　ロヒンギャ難民は、ミャンマーに暮らすイスラム系少
数民族。2017 年 8 月 25 日の武力衝突以降、難民が隣
国バングラデシュに大量流入しました。AMDA の活動内
容は、ロヒンギャ難民キャンプ最大のクトゥパロン難民
キャンプに診療所を開設しての医療支援。AMDA 多国
籍医師団としてバングラデシュ以外からも医療者の派遣
を行い、2018 年 10 月までにのべ 35,000 人以上を診
療しました。11 月にも、日本とネパールより医師を各
1 人、更に NPO 法人 TMAT とも合同事業とし医師 2 名
を派遣しました。
　同時に、現状把握と今後の活動の可能性の検討のため、
AMDA 本部職員 1 人を現地に派遣しました。活動主体
の AMDA バングラデシュ支部とともに現状把握を行っ
た結果、人道危機発生から 1 年が経過し難民の大量流
入は落ち着いたことを確認。難民登録もされ、今後は難
民の未来を見据えた長期的な支援に移行する時期となっ
ていることが判明しました。AMDA の医療支援に関して

は緊急期として一時的な診療・処方は効果をあげていま
したが、今後は治療に繋がる検査や有床診療所の設置な
どが求められており、現地での活動を引継ぐこととしま
した。
　2017 年 8 月 25 日以降新たにバングラデシュに流入
したロヒンギャ難民は 73 万 5 千人、それ以前からの人
数を合計すると、推定難民数は 90 万 2 千人（2018 年
11 月 30 日現在 UNHCR 発表）。
　　　　　　　　（バングラデシュ担当　橋本　千明）

　AMDA は、1992 年と同様に、2017 年 10 月からバ
ングラデシュのコックスバザールに難民としているロヒ
ンギャの人たちを支援してきています。一方、ミャンマー
のラカイン州には仏教徒ヒンズー教徒そしてイスラム教
徒などの国内避難民がいることも事実です。
　2018 年 10 月。ラカイン州の州都であるシットウエ
イで、国内避難民である仏教徒に対する支援活動を行う
CRR( ラカイン復興委員会 ) と医療支援の MOU を締結
した。内容は１）仏教徒の国内避難民のキャンプに CRR
が所有しているヘルスポストへの助産師の派遣と２）ヘ
ルスポスト内の医療設備の整備に加えて３）キャンプ内
で出産する母と子の支援の 3 点です。
　同月 26 日に仏教徒が国内避難民として居住する
キャンプを CRR と視察した。約 1 千人が 4 ケ所のキャ
ンプに分かれており、そのうちの一つ、Maung Taw 
Township にあるキャンプ（約百世帯、三百人）を訪れ、
36 歳の助産師を紹介されました。内紛に巻き込まれ国
内避難民となり CRR の設営したキャンプ内で夫婦一緒
に生活。現在は、助産師の知識と経験を活かして、ボラ
ンティアでキャンプ内の人たちの出産のお手伝いや疾病
の相談を受けています。根底には栄養の問題があると話

してくれました。CRR のもとで 4 ケ所のキャンプに居住
する約千人の人たちの健康管理と治療の必要を認めれば
近くの病院 ( 車で 2 時間 ) に紹介する業務を提案しまし
た。喜んで受けてくれました。勿論、有給です。やる気
満々が頼もしい限りです。
　今後ともに、皆様方のご理解とご支援がいただければ
望外の喜びです。
				      （理事長　菅波　茂）

ミャンマー国内避難民医療支援プロジェクト

ロヒンギャ難民キャンプにて診察を行うAMDA医師

助産師と菅波理事長
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AMDA会員会費納入

一般ご寄付

■ご協力ありがとうございました。

相澤　　孝　　青木　宏之
穴井　義弘　　阿部　直子
池田　育正　　石井　理子
石田　勝二　　板野　宏昭
市地　節子　　伊藤　道子
伊藤　睦子　　井ノ迫としこ
上嶋　一豪　　内田　　明
宇野由香里　　太田　道子

（株）大手饅頭伊部屋
大森　洋子　　岡村　澄子
岡本　善弘　　會澤　彰彦
加藤　健一　　貫名　　明
鯨屋物産（株）
栗原　秀司　　黒瀬美砂子
小出東亜子　　小嶋　光信
小玉富士子　　小塚　一史
小林　知子　　小林眞也子
坂本　憲子　　佐々木　学
笹原　政美　　佐藤理美子
佐藤　　康　　佐藤　文彦
佐藤悠美子　　佐野　恵子
佐野美和子
三成興業（株）
塩田　　実　　篠崎　容子
鈴木　雅彦　　鈴木　龍一
瀬戸　陽子　　西田　邦夫
高月賢太郎　　髙見　里美
田中　広宣　　塚村　淑子
塚本　千秋　　伝　　文雄
寺岡　幹子　　内藤　　浩
中岡　　亘　　中田　裕子
中村　愛恵　　中村　吉秀
中山　幸治　　西村　知香
根津　光雄　　根津　伶子
能見登志惠　　野﨑　康充
蓮井　道子　　長谷川昭一
浜　　京子　　林　　美絵
人見　敏雄　　平部　一美
福山智栄子　　藤井　孝司
藤本　瑞穂　　船田　信也
古田　陽造　　松井　　修
松井　玲子　　松本　和子
三浦　まり　　水島かなえ
宮崎あやめ　　村上　広子

（株）　桃太郎部品
森田内科クリニック
山本　永子　　山本　節子
山本　　誠

（株）ユニコ
岡崎　博之　　若杉　俊朗
渡辺　和子　　渡辺真知子
渡邉由起子

特定ご寄付

LIU HANG
MONTFORT　COLLEGE
YUSHIN WAHIO
相生市看護専門学校
相引富喜子　　阿久津けい子
浅野惠美子
旭川荘厚生専門学院

（株）アシストライト
（株）アプラス
アベ　トシオ

（学）山口学園　ECC 社会貢献センター
石井　理子　　石黒　咲子
石田　勝二　　石田　静子
石村歯科クリニック
石守　昭彦　　伊勢　国望
市岡日出夫　　市地　節子
イトウ　ユキエ　　イナガキ　ミドリ
稲田　泰男
今城　新・佐和子
医療法人　林田内科
岩佐　祥三

（株）ウエストホールディングス　広島本社

上田　詔子
うさぎや岡南店
うさぎや岡山東店
うさぎや倉敷店
遠藤　幹夫　　大饗　克美
大倉　悦子　　太田　治男
大谷　清美　　大多和清美
大津　正樹　　大原　朋昭
大森　洋子　　岡﨑　紀彦
岡田　惇也　　オカダ　ナオキ
岡本　善弘

（学）　岡山県立大学 事務局企画広報室
岡山県立真庭高等学校　落合校地
岡山県立矢掛高等学校
荻山ひとみ　　小倉　邦昭
小倉美保子　　鬼塚　磐雄
小野田順市　　小畑　俊子
小幡　昌子　　陰山　貞憲
鹿児島純心女子中学・高等学校
梶　正治
カシワバラ　ヨウコ・ミカ
片山　京子　　金沢ますゑ
カネタツ（株）
金光　友枝　　上山優美子
川﨑多美子　　川野　礼子
北山　俊彦

（株）　キッカワ
キャンナス横浜港南
草野　憲治
鯨屋物産（株）
赤磐市立磐梨中学校
栗原　秀司
健美館
髙才　　勝　　河野　太通
コガ　セキネ
国際ソロプチミスト玉野
国際ソロプチミスト岡山
小柴　淑子　　後藤美智子
小柳　　淳
金光教篠原教会
ザ・ビッグ　岡山一宮店
サイトウ　カズヒロ
斉藤　利治　　坂本喜代美
坂本　憲子　　佐藤　文彦
佐藤利江子　　佐貫眞木子
佐野　恵子　　篠田　純男
篠原　良眞　　清水　康弘
志村あきら　　下川　弘暎
下村　智子
翠宝商事（株）
須賀　雄一　　菅谷　頼子
鈴木　　綾　　スズキ　カオリ
鈴木　雅彦　　正分　一恵

（株）セツヨーアステック
全日信販（株）
高田　久雄　　高野　敦子
髙橋　　誠　　高橋　正和
髙見　里美　　田口　純子
竹鶴　昌泰　　田中　悦子
田中　啓子　　田中　義行
玉井　精雄　　田丸　　猛

（株）中国銀行
塚本　千秋　　月見　省五
帝国クリニック
寺岡　幹子　　時岡　豊子
匿名　　　　　冨井　啓介
中井　幸生　　仲川　　翠
中野　祝雄　　中村　憲司
中村　愛恵　　中村好至惠
納村　公子　　新﨑　直人
新見公立大学・短期大学
ニシガキ　メグミ　　仁科　武雄
西村　典子　　二宮　健太
能見登志惠　　野﨑とも子
野々村　るみ子
野村　吉春・文子
畑中　義雄・ちづる
羽鳥　洋一　　早川　依里
原田　格二・雄一
坂大　嘉則
特定非営利活動法人　一粒会

平野　　敬　　平松　瑞光
廣田志津子
福山市立神辺小学校
藤井　丞
フジックス（株）
藤屋小夜子
ボーイスカウト都窪第２団
保護者会
細谷　太平　　堀之内明子
本間　由紀　　前垣　義弘
眞壁日史郎
正富　利行・里子・咲子
益永　陽子　　増成真知衣
松浦　洋子　　松尾　明美
松田　錠治　　松谷　康司
松原　節子　　マルオカ　ジュンコ
萬代　啓治　　ミソノオ　ヨシ
光信　克甫　　向井　幸恵
村上　広子　　村川　辰弥
森　麻紀子　　森　　澄美
森　　　茂　　森永　典文
森本　啓子　　柳田　緑映
山岡　弥生　　山岸　春治
山田　栄子　　山本　惠以
山本　幸子　　湯浅　昭三
油谷　直幸　　横山　　博
吉岡　信一　　ヨシダ　タカカズ
吉野由美子　　米澤登志子
日本労働組合総連合会岡山県連合会
渡辺　順一　　渡辺　節生
AMDA 玉野クラブ
AMDA 事務所募金箱

中 国 銀 行 AMDA 定 期 預 金
御寄付
阿部　和代　　居石　博之
井口　秀之　　池田　俊夫
石川　智弘　　石川　雄一
石原　忠恭　　石原　裕子
伊藤　文芳　　伊中　正佳
稲上　和男　　行広　光記
入江　基晴　　上野　由人
卜部　哲哉　　浦部　英雄
大西　敏晴　　大場由美子
岡田　早苗　　岡本　　浩
小河原睦恵　　加藤　雅子
兼述　俊行　　釜元　　勝
河田　房子　　河内　健一
岸本　行正　　吉栖美沙子
絹輪　桂子　　木村　雅一
久戸瀬憲次　　熊安　　剛
久山恵一郎　　黒石　初江
黒田　　昭　　小坂　　昭
小坂美代子　　児島　勝武
小橋　洋子　　小林　良久
小林由起子　　近藤　陽子
斉藤栄次郎　　斎藤　一成
坂本美智子　　櫻井　茂樹
佐藤　順子　　佐野　義彦
渋野紀久美　　砂田　　清
妹尾　鈴子　　千田　陸平
高木　昌一　　高田　　勉
高山　睦子　　高山　友里
抱きしめてオンリー・ワン・アース
瀧本　京子　　武元　祐美
田辺　伸聡　　田村　典彦
十河　　功　　徳山ちえみ
中島　貞夫　　中村　恵子
難波　泰子　　西﨑　裕晃
仁科　義弘　　西野さとみ
二宮　洋文　　根岸　　理
畑口　誠二　　早瀬　芳憲
原　　雅之　　坂之上民彌
日笠　悌一　　深田　　修
福田　佳子　　藤井　勝子
藤沢　賢志　　藤田　育世
古城由希子　　保都ひろ子
保都　文利　　松原　真人
豆山　英二　　丸山　伸二
三村　征史　　村田　倫子
森石　征人　　守谷　和美

フードプログラム
匿名希望者

カンボジア
万代　裕子

（株）山一観光

インドピースクリニック
高橋　智重

ルワンダ学校保健
鹿野　由紀子
ネパール中部地震
逸見　昌弘　　島田　義一
福田　是季　　福田　彩香
山﨑　徹也　　山本　広恵
　他匿名希望者

災害事前対策
吉岡　志津世
　他匿名希望者

ロヒンギャ難民支援
一瀬　孝治　　小野寺治子

（株）ECC サポート本部総務部　  
　ECC 地球救済キャンペーン事務局
国崎　　肇　　鹿野由紀子
立畠　堅志　　永田　　豊
萩野　誓也　　万代　裕子
由井由紀子
　他匿名希望者

こども食堂支援
アライブ岡山
　他匿名希望者

西日本豪雨災害
axcis nalf・AXCIS　CLASSIC
B-AKO ダンス PROJECT
Regenerative Medical Center
アライブ岡山
飯野　倫子
一隅を照らす運動総本部地球救援事務局
備前福岡の市　出店者会

（社）Tsubomi
（特活）WE21 ジャパン・ほどがや
梅原　幹雄　　大野　知子
片平　雅大

（医）社団かとう内科並木通り診療所
木村　恭一
黒住教本部
古森　菊美　　齊藤　博臣
しあわせます整骨院
高月賢太郎
髙橋ひろ子

（株）田中商会
角田　紀子　　戸田　拓也
利根川宜子　　中谷　博己
パルシステム生活協同組合連合会
福井紀久江　　福原　政子

（公財）毎日新聞東京社会事業団
万代　裕子　　三宅　桂子
宮崎　洋介　　山下　泰延
山本　広恵　　吉岡　麻梨
吉田　和子　　吉田　有花
渡代　隆介
　他匿名希望者

北海道地震
ARII YOKO
アライブ岡山
石井　俊一　　イチゴウ  マサユキ

井上　恭子
（特活）WE21 ジャパン・ほどがや
魚谷　了一　　遠藤みどり
大塚　岩男
大月　敬一 ・ 石川　早苗
生活協同組合おかやまコープ
カトウ　ユキヒロ　　国崎　　肇
國定　玲子
黒住教本部
榊原　　誠　　雑喉　章子
佐々木　勉　　佐藤有紀子
鈴木　祐子　　千葉　惠子
塚原　　正　　辻原　綾子
津田　美佐穂
天然酵母パンの店　ファミリエ
中川　健司　　名越　祥子
藤村　博子　　本田　典子
正富　利行・里子・咲子
松本　　大
AMDA 鎌倉クラブ
　他匿名希望者

緊急救援（インドネシア地震、
インド洪水、フィリピン災害含む）
Okura Yoshiko
Oxford Japan Day
足立　大樹　　足達　恒夫
阿部　直子　　飯田　　通
井川　千速　　猪川　靖孝
猪川　靖孝　　猪川　靖孝
池﨑千陽子　　石井　順子
稲垣みどり　　岩政　豊子
魚谷　了一　　榎本みつ枝
大塚　岩男　　大野早百合
岡田　恵子
生活協同組合おかやまコープ
生活協同組合おかやまコープ
国崎　肇

（特活）熊本インドネシア友好協会
栗山　宏人
黒住教本部
古中　大輔　　齊藤　未果
坂本　一也　　佐々木　勉
佐野　克行
篠崎　恭子　　谷口　知子
谷村　秀明　　塚原　　正
辻原　綾子　　出口　健治
友保加奈恵　　中田　　馨
ナカニシ　リョウコ　　中村　英之
永礼　宏子　　納村　公子
難波　　聡

（特活）　ネットワーク『地球村』
花房　美穂
パルシステム生活協同組合連合会
藤井　逸子　　堀川　俊一
松本　　大　　松本　康典
水川　健輔　　三村　晃基
三宅　桂子　　宮崎　洋介
安田　昭彦・香恵
矢藤誠慈郎　　山本　雄幸
横野　令延　　吉田　通之
AMDA 事務所募金箱
　他匿名希望者

東日本大震災
伊井　千夏　　立畠　堅志
AMDA 大槌健康サポートセンター
　他匿名希望者

自動販売機設置によるご支援
（特活）国際活動支援機構
　　￥6,000

募金箱設置によるご寄付
PMJ 歯科

（株）ウエストホールディングス　東京本社
倉敷ビッグアメリカンショップ（株）中庄店
倉敷ビッグアメリカンショップ（株）ラブレア店
クラブン（株）　岡山支店
中国銀行　一宮支店ほか
らーめんふぁみりー

薬師神育恵　　矢原　祥光
矢吹　一郎　　山下　善嗣
山田由美子　　山本　雄一
横山　博行　　吉田　征武
頼信　正明　　脇　　憲久
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2018 年 9 月 1 日〜 11 月 31 日分（敬称略）

ご寄贈

ボランティア
助成金

　久世店・津山店
AMDA 高知クラブ

　 
( 公財 ) パブリックリソー
ス財団（GIVE ONE）

物品寄付
　匿名希望者

切手・葉書等　 
川口　智子　　友保加奈恵
長門　　浩

一般ボランティア
井口　惠子　　一井　公子
大橋　節子　　岡本　陸雄
奥田こずえ　　清輔　幸子
黒瀬美砂子　　近藤　優衣
坂本みえ子　　杉山　七実

　天台宗一隅を照らす運動総本部様（滋賀県大津市
坂本）から 10 月 31 日、ご寄付を頂きました。
　同総本部の森定慈仁総本部長が AMDA 本部（岡
山市北区伊福町）を訪ねて頂き、「全国の檀信徒を
中心に集まった募金です。西日本豪雨の被災者や復
興のために役立ててください」と述べて難波妙理事
に目録を手渡しました。難波理事からは感謝状を贈
らせて頂きました。
　天台宗の AMDA への寄付は 2008 年から始まり、
今回で 30 回目です。
　一隅を照らす運動は、天台宗を開かれた伝教大師
最澄（767 ～ 822 年）の精神を現代に生かすために
取り組みを始め、来年の 2019 年に 50 周年を迎え
ます。
　世界の一人ひとりが一隅を照らし自身が輝くこと
によって、家庭や職場、そして日本、地球を明るく
ことにつながるという運動です。

髙橋　瑞季　　田中　啓子
常原　一枝　　富田　健太
中尾　友則　　長門　　浩
難波　佳子　　前田  智子
松本　浩治　　松本由梨子
丸山加代子　　水田　陽子
村野　陽洽　　矢部　朝子
矢部　賢次　　山本　睦子
横山　幸子
AMDA 鎌倉クラブ
AMDA 福山クラブ
　他匿名希望者

中学高校生ボランティア
赤木　祐貴　　井口　　海
泉　　　穂　　岩月麻里菜
岩本ののか　　江口　慶斗
江口　優人　　岡本　圭織
小川　紗季　　小坂田　葵
小坂田　空　　陰山　奈南
清原　佳央　　斉藤　真子
坂口　真央　　坂本　彩菜
佐藤　裕人　　橘　　乃絵
橘　　美羽　　常原　拓真
中浦　陽子　　中嶋　竜也

沼本　佳歩　　平岡　崇秀
政木　英永　　政木　悠布
柳田　莉子　　山﨑　稜大
山本　康太

（株）中野コロタイプ

森定総本部長の話
　天台宗は一隅を照らす運動として緊急支援、国内救
援協力、海外協力支援、地球環境保全の４本柱の具体
的な運動を展開していますが、AMDA の活動はまさに
運動の趣旨にぴったりと合致します。今後の益々の活
躍を期待しています。   （広報担当参与　今井　康人）

天台宗一隅を照らす運動総本部様からご寄付

　トマト銀行様（岡山市北区番町）が社会貢献の一
環として、2018 年 11 月 1 日から取り組んで頂い
ていた「AMDA 国際医療貢献定期預金」が目標額に
達したため、12 月 26 日、AMDA にご寄付を頂き
ました。
　トマト銀行の中山雅司常務取締役様ら４人が
AMDA 本部（岡山市北区伊福町）を訪ねて頂き、中
山常務様が「世界各地の被災地などにいち早く出向
かれる AMDA 様の活動に、地元の銀行として敬意
を寄せています。今後も頑張ってください」と述べ、
ご寄付の目録を理事長の菅波茂に手渡しました。
　菅波は「皆様の支援に感謝しています。大切に使
わせて頂きます」とお礼の言葉を述べ、ＡＭＤＡボ
ランティアセンター名誉センター - 長の小池彰和が
感謝状を中山常務様に贈りました。続いて、理事の
難波妙が AMDA の取り組みを述べました。
　AMDA 国際医療貢献定期預金は、店頭表示金利に

0.05％を上乗せした期間限定の特別商品。トマト銀
行様が AMDA の活動に賛同して取り組んで頂いたも
ので、預入総額の 0.1％が AMDA に寄付されるもの
です。預入をされたご本人様の負担はないという商
品で、2015 年から始まり、今回が４回目です。
　　　　　　　　　　（広報担当参与　今井康人）

トマト銀行様からご寄付を頂きました
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モンゴルのRMCと連携協力協定を締結

　AMDA は 10 月 9 日、モンゴルの首都ウランバートル
にある不妊症専門病院・RMC（モンゴル再生医療セン
ター）と連携協力協定を締結しました。
　協定では、災害などの際、医療福祉面で被災者らをサ
ポートするほか、ＲＭＣは AMDA の多国籍医師団に協力
するなど相互扶助を通して世界平和に貢献するとしてい
ます。
　AMDA 本部で行われた締結式では、菅波茂理事長と
RMC のノムンダリ院長が協定書に署名。ノムンダリ院長
は「締結ができ、本当に心強い。AMDA の理念である相
互扶助の精神を生かして活動していきたい」とあいさつ。
菅波理事長は「締結に当たり、不妊症の臨床技術に優れ
た倉敷成人病センター及び岡山二人クリニック、そして
医療機器メーカー株式会社アステックには大変お世話に
なった。感謝したい」と述べました。
　ノムンダリ院長は、高校時代の１年半、広島市に留学。
モンゴル国立医科大学に在学中には、AMDA がモンゴル

で取り組んだ眼科健診で通訳を務めてもらうなど菅波理
事長とは 10 年を超す交流があります。西日本豪雨の際
は 1,000 ドルのご寄付を頂きました。
　RMC は 2017 年、モンゴルでは 3 番目の不妊症専門
病院として設立。患者数は年間で約 1,000 人。モンゴル
では約 10％が不妊症とされています。
			     （GPSP 支援局長　難波　妙）

　10 月 25 日、岡山労災病院にアス
ベスト（石綿）対策の研修のために
来岡したモンゴル人医師 20 名を代表
して、元保健副大臣アタルマ先生が
西日本豪雨災害被災者のためにキャ
メルやウールの靴下 100 足をご寄付
くださいました。同病院名誉院長の
清水信義先生の長年にわたるモンゴルとの交流のご
縁により、AMDA の活動をご紹介いただき、今回の
ご寄付が実現しました。頂いた靴下は、11 月 4 日、

総社市長にお渡しし、被災された方々
に届けられました。
　尚、モンゴルからは、この他にも
関西モンゴル人会や、株式会社モン
ゴラインからも支援物資をいただい
ています。寒い冬を前に、支援物資
を受け取った方々は、極寒を乗り切

るモンゴルからの温かいご寄付にとても喜んでくだ
さいました。
			   （GPSP 支援局長　難波　妙）

モンゴル医師団より寒い冬に備えて温かいソックスのご寄付

　AMDA は 11 月 25 日、 赤 磐
市千躰の吉井川河川敷で行われ
た赤磐市主催の総合防災訓練に
参加し、ブースでパネル展示を
行いました。西日本豪雨の支援、
北海道胆振東部地震での医療支
援活動をはじめ、海外での地震
や洪水被害での取り組みを紹介
し、国際医療支援ボラボランティア活動に理解を深めて頂きました。
　住民の方々は次々とブースに立ち寄られ「遠くの災害でもすぐに出か
けて行くんじゃなぁ」と声を掛けてもらいました。
　　　　　　　　　　　　　　　　（赤磐市出向職員　三宅　孝士）

　AMDA は 9 月 22 日、 コ ン ベ ッ ク
ス岡山で開かれた「コープフェスタ
2018」（おかやまコープ主催）に出展
しました。
　ブースには、西日本豪雨や北海道胆
振東部地震、インド・ケララ州洪水な
どの緊急支援をはじめ、スリランカ平
和構築活動、ロヒンギャ難民の支援を
紹介するパネル写真を掲示、東北の海
産物などを AMDA 玉野クラブが委託
販売しました。（AMDA ボランティア
センター事務局長　竹谷　和子）

　赤磐市防災訓練 コープフェスタ 2018


